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あ　　と　　が　　き

　『言語文化研究』第36号をお届けします。

　大阪大学と大阪外国語大学の統合により、大阪大学大学院言語文化研究科に言語文化

専攻と言語社会専攻という２つの専攻が開設されてから約２年経過しています。本号に

おいて、前年度と同様、両組織の伝統を尊重しつつ編集作業を個別に実施した上で、投

稿論文を専攻別に執筆者氏名50音順に並べております。

　論文１編につき２名の査読者に査読をお願いし、そのうちの少なくとも１名は言語文

化研究科以外の方(外部査読)となっております。この機会を利用して改めて、査読を快

く引き受けてくださった先生方に対し、感謝の意を表したいと存じます。

外部査読者（敬称略、50音順）

阿部　　宏　　（東北大学・大学院文学研究科・教授）

金水　　敏　　（大阪大学・大学院文学研究科・教授）

室　　淳子　　（名古屋外国語大学・現代国際学部・講師）

城野　　充　　（追手門学院大学・社会学部・准教授）

末岡　　宏　　（富山大学・人文学部・教授）

スチュアート　ヘンリ

 （本多　俊和）（放送大学・教養学部・教授）

仙葉　　豊　　（関東学院大学・文学部・教授）

曽我　祐典　　（関西学院大学・文学部・教授）

寺門　　伸　　（獨協医科大学・基盤教育センター・准教授）

友田　舜三　　（大阪大学・世界言語研究センター・教授）

中本　　香　　（大阪大学・世界言語研究センター・准教授）

三ツ井　崇　　（同志社大学・言語文化教育研究センター・准教授）

森賀　一恵　　（富山大学・人文学部・教授）

矢野　謙一　　（熊本学園大学・外国語学部・教授）

吉村　あき子　（奈良女子大学・文学部・教授）

内部査読者(敬称略、50音順)

大内一・大森文子・小杉世・齊藤渉・坂内千里・中川裕之・春木仁孝・深澤一幸・堀江新二・

三藤博・森祐司・山田雄三・ヨコタ村上孝之

大阪大学大学院言語文化研究科

紀要編集委員会
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　拝啓　いよいよ御清祥のこと慶賀に存じます。このたび大阪大学大学

院言語文化研究科では『言語文化研究』　第36号を刊行いたしましたの

で１部御送付申しあげます。

　御手数とは存じますが、別紙受領書を折返し御送り下さい。

　なお貴学において外国文学・語学をはじめ言語文化関係の研究出版物

を御刊行の節は１部御寄贈下さるよう御願い申しあげます。

敬　具　

2010年３月 31日

豊中市待兼山町１－８

大阪大学大学院言語文化研究科
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年　　  月　  　日

受　領　書

下記印刷物を受領しました。

記

言語文化研究36
住　所

貴　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

今後の送付について　　⑴希望する　　⑵希望しない



言 語 文 化 研 究３６
2010年　3月  19日　印 刷
2010年　3月  19日　発 行

大阪大学大学院言語文化研究科編集発行者

豊中市待兼山町１番８号

博 進 印 刷 株 式 会 社印 刷 所

TEL. ０６－６６７８－５１５１



言語文化研究
Studies in Language and Culture
36 2010 大阪大学大学院言語文化研究科

大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科

Graduate School of Language and Culture

Osaka University

ISSN 0387-4478

言

語

文

化

研

究

36

２
０
１
０

PANTONE 286 CVC


	言語文化研究-表紙36
	00言語文化-表紙裏
	01言語文化-目次
	02言語文化-業績01〜04
	01本文-井元05〜24
	02本文-植田25〜44
	03本文-沖田45〜64
	04本文-坂内65〜84
	05本文-里内85〜102
	06本文-瀧田103〜123
	07本文-春木125〜145
	08本文-深澤147〜167
	09本文-Brenes169〜183
	10本文-Koguti185〜200
	11本文-生田201〜221
	12本文-山元223〜240
	04言語文化-あとがき
	05言語文化-目次(英文) 
	06言語文化-はがき
	07言語文化-奥付
	言語文化研究-裏表紙36



